
1 

 

「足利市ゼロカーボンシティ宣言」の表明と取組について  

 

生活環境部  環境政策課  

電話 0284-20-2151 

              クリーン推進課  

                                            電話 0284-20-2141 

                                

１  趣旨  

地球温暖化に対する取組が世界的に加速する中、国は、令和２（ 2020）

年に、脱炭素社会の実現を目指す「 2050 年カーボンニュートラル」を

表明しました。本市においても、この流れを受けて、令和３年度に、温

室効果ガスの削減を掲げた「第 3 次足利市環境基本計画」を策定し、

地球温暖化防止につながる様々な施策を展開しているところですが、

このたび「足利市ゼロカーボンシティ宣言」を表明することといたし

ます。  

また、今年度の国の「デジタル田園都市国家構想交付金」を活用し、

市民の日常生活における CO2 排出削減に向けた実践行動を後押しする

スマートフォン向け環境アプリケーション「あしかがエコ」を作成し

ました。  

さらに、民間事業者と協定を締結し、令和６年度から使用済ペット

ボトルの水平リサイクルにも取り組みます。  

 

２  「足利市ゼロカーボンシティ宣言」  

(1)概要  

本市では、 2050 年までに二酸化炭素排出量を実質ゼロにする「カー

ボンニュートラル」実現に向けて全力で取り組んでいくため、「足利市

ゼロカーボンシティ」を宣言します。  

環境アプリ「あしかがエコ」と使用済ペットボトルの水平リサイク

ルに取り組むほか、今後も関係機関と連携して脱炭素社会実現に向け、

積極的に展開してまいります。  

 (2)宣言書  

  別紙資料１参照  
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(3)宣言の表明  

  令和６ (2024)年２月 20 日  定例記者会見で表明  

 

３  環境アプリ「あしかがエコ」  

(1)概要  

  日常生活の中で CO2 排出削減に向けた実践行動を後押しするため、

令和４年度から「あしかがゼロカーボンチャレンジ」を紙面で実施し

てまいりました。  

  このたび、これまで以上に幅広い年齢層への CO2 排出削減に向けた

意識を醸成し、市民総ぐるみで脱炭素社会構築のための足がかりとす

るため、スマートフォン向けアプリケーションを作成しました。  

  このアプリを通じて、CO2 排出削減につながる行動を毎日入力し、削

減した CO2 の量を可視化することで、市民一人ひとりの環境に配慮し

た取り組みを後押ししていきます。  

  また、環境に関する様々な情報を随時提供します。  

※別紙資料２参照  

(2)機能  

・CO2 排出削減につながる行動を毎日入力する「ゼロカーボンチャレ

ンジ」を行うことで、取組内容に応じたポイントを付与する。  

・アプリ登録者全員の CO2 削減量とアプリ登録者個人の CO2 削減量

を見える化する。  

・アプリ登録者個人の行動日数、アプリ登録者全員の CO2 削減量に

よって表示されるイラストが変わっていく。  

   ・ポイントと CO2 削減量のランキングが表示される。  

    ・お住まいの地区のごみ収集日をお知らせする。  

  ・環境に関する情報をプッシュ型で送信する。  

  ＊ゼロカーボンチャレンジメニューについては、令和６年２月 20 日

から３月 31 日までをプレ運用期間として比較的取り組みやすいメ

ニューを表示し、４月の本格運用開始から拡充していく予定です。 

(3)委託事業者  

  社名  ：株式会社ＤＥＲＥＳＩ（デレシ）  代表者  金田賢治  

  所在地：山口県山口市下
しも

小鯖
お さ ば

２７２４－４  
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(4)導入費用等  

  ・アプリ開発業務委託      8,409,500 円  

・アプリ保守委託（ 26 か月※）  2,788,500 円  

※令和６年２月１日～令和８年３月 31 日（長期継続契約）  

  ・デジタル田園都市国家構想交付金を 1/2 充当  

(5)スケジュール  

  令和６ (2024)年４月１日   ・アプリ  本格運用開始  

 

４  使用済ペットボトルの水平リサイクル  

  CO２削減と循環型社会の実現に向け、民間事業者と協定を締結し、

令和６年度から使用済ペットボトルの水平リサイクル（ボトル to ボト

ルリサイクル）に取り組みます。  

（ 1）協定を締結する事業者  

 ①株式会社ライフドリンク  カンパニー、協栄産業株式会社  

 ②サントリー食品インターナショナル株式会社、サントリーホールデ

ィングス株式会社、ジャパンテック株式会社  

（ 2）取組に係る CO2 排出量の削減効果  

水平リサイクルの実施により、新たに化石由来原料からペットボト

ルを製造する場合と比べて、 CO2 排出量が約６０％削減されます。  

（ 3）協定締結予定日   

  令和６ (2024)年２月 20 日  

 

５  今後のスケジュール  

  令和６ (2024)年２月       ・市ホームページに掲載  

                 ・アプリ  プレ運用開始（～３月 31 日）  

  令和６ (2024)年４月１日   ・アプリ  本格運用開始  

              ・使用済ペットボトルの水平リサイクル

開始  
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別紙資料１  
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別紙資料２  

Android 

スマートフォン用  

（Google Play）  

iPhone 用  

（App Store）  


